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【目的】地域活性化をテーマとした研究の多くは､その手段として地域ブランドや観光な
どを取り上げているが､その具体的な成FJJ要因までは言及されていない｡また､地域ブラ
ンドや観光を地域活性化のためのそれぞれの手段と捉えるよりも､それらを一体化させた
方がより効果的であることは明らかであり､地域資源を如何に有効利用するかが地域活性
化の重要な問題である｡そこで本研究は､宮城県松島町における地域資源の活用に着目し､
より効果的な地域活性化を成功させる上で必要な条件や要素を明らかにすることを目的と
する｡なお､調査対象地の松島は一つの大きな観光拠点として広く知られているが､入込
数は5年前に比べて2割ほど落ち込んでいる｡また､カキは松島の一つの名産物としてた
くさんの人に食べられてきたが､2012年夏の猛暑により松島湾内の水温が高い状況が続き､
松島湾内のかきの収穫量はわずか平年の2割ほどであった｡以前は海辺の観光や海産物に
注力していたが､今後は山の産物または加工品も合わせてアピールしていこうとしている｡
【方法】本研究の分析方法は以下の3つの段階から構成される｡第一に､ 6つの成功事例
と2つの失敗事例の取組を整理し､そこから8つの成功要因を抽出する｡第二に､先に挙
げた成功要因と､最も効果的と考えられる事例との比較から､地域活性化に関わる組織の
あり方､関わり方などを時系列順に整理する｡第三に､整理した成功要因や組織のあり方
などについて､実際の取組における課題や重要度を松島町でのヒアリング調査を元に整理
する｡以上から､地域活性化の成功要因を組織のあり方と関連付けて明らかにすることが
でき､加えて松島町やそれ以外の地域が今後注力すべき点も明らかにすることができる｡
【分析結果】第一段階より､以下の8点が成功要因と考えられる｡ ①マスコミを活用した
継続的な情報発信､②話題性のある活動､③運営体制の確立と計画的で継続的な取り組み､
④行政･商工団体･事業者等の一体的取組､ (り注目度の高いイベントに出店､ ⑥情報発信
基地としての実際店舗､ ⑦推進役のリーダーの存在､ ⑧観光客向けではなく､市民が誇れ
るものを作る｡以上8点のうち現在松島に見られない要素は:マスコミを活用した継続的
な情報発信､運営体制の確立と計画的で継続的な取り組み､注目度の高いイベントに出店､
情報発信基地としての実際店舗､観光客向けではなく市民が誇れるものを作る､の5点で
ある｡また行政･商工団体･事業者等の一体的取組について､現在は各部門や団体の繋が
りがまだ弱いことがわかった｡これは松島での地域活性化-の取組が始まったばかりであ
ることに起因すると考えられるが､第二段階において整理した組織のあり方と､ヒアリン
グ調査との比較から､松島町は良いスタートを切っていると考えられる｡
【結論】地域資源の活用に着目した地域活性化の成功要因は上記8点と考えられるが､そ
のそれぞれに地域特有の考え方や特徴が加わり優先度の問題となる｡それを踏まえた上で
今後松島町は以下の4点を満たす必要があると考えられる:①活動主体と運営体制を確定､
②全国性的なイベントに参加､ ③マスコミの効果的な活用､ ④すでに地域の人に愛されて
いる場所に｢松島｣の名前を営々と使い､地域の人が誇られるものを造る｡
